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第
四
五
〇
回 

青
葉
会
報 

 

令
和
五
年
十
月
二
十
六
日(

木)  
 

於
：
五
反
田
会
場 

選 
 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 

 

今
井
紀
久
男 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

 

田
島
正
己
（
新
人
・
選
句
表
記
「
己
」） 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

 
山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

  

 
 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
三
恵 

 

【
互
選
句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
七
点 

◎
物
差
に
妻
の
旧
姓
十
三
夜 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
〇
く
す
・
孤
・
く
・
と
・
〇
恵
・
清
・
堂
・ 

〇
び
・
正
・
百
・
規
・
亜
・
け
・
三
・
天
・
盛
） 

 
 
 

十
点 

 

◎
い
さ
か
い
て
無
言
の
二
人
虫
時
雨 

 

け
い
子 

 

（
そ
・
紀
・
く
す
・
孤
・
く
・
び
・
允
・
百
・ 

〇
啓
・
〇
盛
） 

 

八
点 

 
 

幾
代
経
て
開
拓
村
は
葛
の
城 

 
 
 
 

び
ん 

 

（
そ
・
く
す
・
健
・
五
・
清
・
己
・
百
・
け
） 

 
 
 

 
 七

点 
 
 

語
り
か
け
遺
影
を
拭
く
日
秋
彼
岸 

 
 
  

 

忠
彦  

 

（
紀
・
た
・
堂
・
國
・
允
・
隆
・
び
） 

 

藍
甕
に
息
づ
く
藍
や
星
月
夜 

 
 
 
 
 
  

孤
舟 

  

（
〇
と
・
孝
・
恵
・
〇
康
・
雅
・
允
・
啓
） 

 
 

透
き
と
お
る
児
ら
の
歓
声
天
た
か
し 

 
 
 

百
合
子 

 
 

（
く
・
た
・
孝
・
清
・
康
・
國
・
允
） 

 六
点 

 
 

駄
菓
子
屋
は
確
か
こ
の
辺
い
わ
し
雲 

 
  

と
み
子 

  

（
く
す
・
千
・
清
・
康
・
堂
・
天
） 

 

五
点 

 
 

船
唄
に
秋
の
深
ま
る
最
上
川 

 
      

 
 

孤
舟 

 
 

（
く
・
た
・
康
・
〇
允
・
天
） 

青
瓢
垂
れ
て
く
び
れ
の
佳
か
り
け
り 

 
 

  
 
 

仝 
  

（
〇
龍
・
正
・
百
・
け
・
三
） 

ま
た
一
つ
馬
齢
重
ね
し
破
れ
芭
蕉 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
・
ゆ
・
び
・
昇
・
規
） 

◎
訃
報
欄
に
友
の
名
小
さ
く
秋
灯
下 

 
  

 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
忠
・
孤
・
く
・
隆
） 

ゐ
の
こ
づ
ち
剥
が
す
無
口
な
男
か
な 

 
 
  

康
敏 

 
 

（
と
・
正
・
百
・
〇
昇
・
三
） 

秋
晴
れ
は
水
の
底
ま
で
届
き
行
く 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
忠
・
と
・
清
・
堂
・
け
） 

◎
謙
虚
さ
は
聡
太
の
矜
持
秋
気
澄
む 

 
 
 
 
 

盛
雄 

  

（
紀
・
孤
・
千
・
孝
・
ゆ
） 

 

四
点 

 
 
 
 

寺
島
し
の
ぶ
歌
舞
伎
座
初
出
演 

秋
芝
居
女
の
一
念
空
回
り 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 

（
く
す
・
た
・
雅
・
隆
） 

秋
澄
め
り
石
投
げ
て
水
傷
ま
し
む 

 
 
 
 
 

孤
舟 

  

（
忠
・
五
・
孝
・
け
） 

 
 
 
 
  

鯉
跳
ん
で
釣
瓶
落
し
の
蘆
の
潟 

 
 
 
 
 

く
に
お 

  

（
健
・
恵
・
啓
・
亜
） 

郁
子
盛
ら
ん
父
手
び
ね
り
の
皿
浅
黄 

 
 
 

と
み
子 

 

（
千
・
昇
・
啓
・
盛
） 

◎
古
里
は
忌
に
帰
る
の
み
栗
お
こ
は 

 
 
 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
孤
・
恵
・
隆
） 

久
に
会
う
友
ら
の
ジ
ョ
ー
ク
温
め
酒 

 
 
  

 

千
恵 

  

（
紀
・
康
・
雅
・
盛
） 
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ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ 

長
旅
の
仮
の
宿
な
る
藤
袴 

 
 
 
 
 
 
   

 

堂
哉 

  
 

（
五
・
雅
・
啓
・
亜
） 

 
 
 
 
 
 
 
  

初
雪
や
染
ま
り
ゆ
く
富
士
小
海
線 

 
 
 
   

  

仝 
 
  

（
く
・
た
・
己
・
昇
） 

隣
室
の
秒
針
聞
こ
ゆ
夜
半
の
秋 

 
 
 
  

 

百
合
子 

 
 
 

（
千
・
〇
孝
・
恵
・
龍
） 

 
 
 

三
点 

 
 

捥
ぎ
た
て
の
林
檎
ガ
ブ
リ
と
し
て
み
た
き 

 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
ゆ
・
天
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

き
つ
つ
き
を
聴
く
切
株
の
指
定
席 

        
   

孤
舟 

 
 

（
健
・
昇
・
天
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

戦
火
絶
え
ぬ
地
球
活
火
山
う
そ
寒
し 

 
 
 
 
 

健
介 

 
  

（
と
・
〇
堂
・
ゆ
） 

 
 
 
    

新
涼
の
雲
一
つ
な
き
今
朝
の
空 

 
  

 
 
 

た
だ
し
げ 

  
 

（
そ
・
國
・
允
） 

枯
葉
道
老
ひ
の
身
さ
び
し
杖
友
に 

 
 
    

  

雅
夫 

 
 

（
そ
・
忠
・
た
） 

◎
鰯
雲
追
ひ
土
手
帰
る
下
校
の
子 

 
 
 
 
 
   

 

昇 
 
 

（
孤
・
堂
・
規
） 

来
ぬ
秋
を
愁
ふ
千
草
や
羊
蹄
山 

 
 
  

 
 
   

び
ん 

 
  

（
健
・
己
・
昇
） 

秋
天
に
棟
打
つ
音
の
吸
は
れ
ゆ
き 

  
 
 
  

   

仝 
 
  

（
紀
・
清
・
啓
） 

◎
秋
日
濃
し
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
長
堤
に 

 
 
 
 
  
 

仝 
 
  

（
紀
・
孤
・
亜
） 

胸
迫
る
ホ
ー
ム
の
縁
日
秋
の
風 

 
 
 
 
   

 

啓
子 

 
 

（
〇
紀
・
隆
・
〇
正
） 

◎
雑
草
と
い
ふ
草
は
な
し
草
の
花 

 
 
 
 
     

亜
也 

   

（
紀
・
孤
・
雅
） 

ど
ん
ぐ
り
に
取
り
囲
ま
れ
た
野
の
仏 

     
 

け
い
子 

 
 

（
己
・
正
・
天
） 

年
ご
と
に
干
柿
く
れ
し
嫁
逝
け
り 

 
 
       

天
牛 

 
 

（
紀
・
千
・
び
） 

 

二
点 

 
 

虎
狂
（
と
ら
き
ち

）
か
ら
紅
白
饅
頭
十
六
夜
に 

 

紀
久
男 

   
（
ゆ
・
け
） 

秋
桜
が
咲
く
こ
ろ
嫁
ぐ
歌
が
好
き 

 
  

      

忠
彦 

 
 

（
と
・
亜
） 

い
つ
の
間
に
似
た
墓
が
立
ち
天
高
し 

  
     

五
郎
太  

 
 

（
忠
・
三
） 

◎
秋
深
む
こ
の
演
出
は
泣
か
せ
す
ぎ 

 
 
 
 
    

 

仝 
  

 

（
紀
・
孤
） 

老
木
の
年
輪
正
し
秋
愁 

 
 
 
 
 
 
 
   

    

仝 
  

 

（
紀
・
百
） 

直
島
へ
向
ふ
船
よ
り
秋
澄
め
る 

 
 
 
 
   

と
み
子 
 
 

（
五
・
三
） 

虫
の
夜
目
覚
め
は
鳥
の
島
泊
り 

  
 
 
      

 

仝 
 
 

（
紀
・
く
す
） 

長
き
夜
や
製
氷
音
に
ピ
ク
リ
と
す 

 
 
 
 
   

千
恵 

 
  

（
そ
・
恵
） 

日
曜
日
無
音
の
部
屋
の
秋
気
か
な 

  
 

 
 
  

 
 
 

仝  
  

（
龍
・
盛
） 

手
荷
物
の
空
路
に
失
せ
て
昼
の
月 

 
  

 
    

康
敏 

 
 

（
健
・
〇
亜
） 

思
い
出
す
新
酒
と
共
に
笑
顔
の
父 

 
 
 

    
 

正
己 

 
 

（
紀
・
國
） 

岩
風
呂
の
周
り
彩
る
秋
の
花 

 
 
 
  

    

ゆ
た
か 

 
  

（
國
・
規
） 

葉
を
散
ら
し
高
き
空
見
よ
と
庭
歌
う 

 
     

 

雅
夫 

 
 

（
孝
・
三
） 

秋
は
ゆ
く
唐
三
彩
の
森
の
道 

 
 
  

 
      

び
ん 

 
 

（
五
・
己
） 

建
て
替
え
る
国
立
劇
場
菊
薫
る 

 
  

 
      

正
明 

 
 

（
紀
・
五
） 

赤
い
羽
根
募
る
連
呼
に
怯
み
け
り 

 
 
 
  

   

昇 
  

  

（
健
・
忠
） 

家
中
の
窓
開
け
浸
る
風
は
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
規
） 

絵
の
う
さ
ぎ
月
を
見
上
げ
る
大
覚
寺 

 
     

け
い
子 

 
 

（
康
・
己
） 

 

一
点 

 
 

妻
の
ゴ
ル
フ
土
産
客
テ
ー
ブ
ル
に
か
ら
す
瓜 

 

紀
久
男 

 
  

（
盛
） 

台
北
で
金
婚
祝
ひ
天
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

  
 

（
紀
） 

秋
の
夕
プ
ル
ー
ス
ト
読
む
友
も
い
て 

 
    

五
郎
太 

 
  

（
正
） 

少
し
だ
け
稲
架
に
か
け
た
る
米
の
味 

 
 
 
     

仝 
  

 

（
紀
） 



 

3 

 

深
呼
吸
木
犀
の
香
の
下
に
い
て 

 
 
 
 
    

 

千
恵 

 
 

（
規
） 

帰
路
共
に
出
会
い
が
し
ら
の
満
月
と 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
） 

小
雨
降
り
芋
の
葉
の
露
ゆ
ら
ゆ
ら
り 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
雅
） 

◎
金
木
犀
の
匂
ひ
へ
散
歩
の
杖
を
向
く 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
孤
） 

 
登
り
来
て
紅
葉
照
ら
さ
れ
下
界
見
る 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
ゆ
） 

寺
の
鐘
北
の
信
濃
路
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

哲
学
へ
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る
秋
の
雨 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
龍
） 

オ
リ
ー
ブ
の
実
の
艶
や
か
に
熟
れ
ゆ
け
る 

 
 
 

啓
子 

 
 

（
び
） 

校
庭
に
カ
ン
ナ
は
赤
し
残
り
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
龍
） 

北
西
の
風
音
高
く
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
國
） 

コ
ス
モ
ス
の
海
さ
や
さ
や
と
戦
ぎ
け
り 

 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

爽
籟
や
活
力
あ
ふ
る
駅
ピ
ア
ノ 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
千
） 

樹
の
精
へ
手
話
の
あ
い
さ
つ
柚
子
の
棘 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
力
出
せ
ぬ
運
動
会 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
  

(

隆) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

十
七
点
句 

物
差
に
妻
の
旧
姓
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
最
近
は
夫
婦
別
姓
が
叫
ば
れ
る
が
。
随
分
物
持
が
い
い
奥
様
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
き
っ
と
竹
の
物
差
し
で
し
ょ
う
か
。
大
切
に
使
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
物
持
ち
の
良
い
奥
様
で
す
ね
。
使
い
込
ん
だ
古
い
物
差
し
に
残
る
奥
様
の
旧
姓
、
好
感
が
持
て
ま
す
。 

こ
の
句
が
一
番
好
き
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
妻
の
包
丁
に
彼
女
の
卒
業
校
の
名
前
を
見
付
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た 

百
合
子
さ
ん
・
・
お
二
人
揃
っ
て
「
十
三
夜
の
月
見
」
を
な
さ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
夫
婦
愛
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
で
、
何
と
も
云
え
ぬ
句
で
す
ね
。 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
竹
の
鯨
尺
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
縫
物
に
は
ず
せ
な
い
物
差
し
。
ず
い
ぶ
ん
と
長
く
愛
用
し
て
い
る
少
し
変
色
も
し
て
お
り
、
字
も
い 

さ
さ
か
か
す
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
が
「
別
の
女
性
」
に
感
じ
た
一
瞬
で
は
な 

か
っ
た
か…

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
貴
家
に
と
っ
て
歴
史
的
財
産
？
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

十
点
句 

 

い
さ
か
い
て
無
言
の
二
人
虫
時
雨 

 
 

け
い
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
言
い
争
い
に
疲
れ
た
二
人
。
虫
達
は
囃
し
立
て
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
二
人
は
夫
婦
？ 

き
ょ
う
だ
い
？ 

親
子
？ 

虫
時
雨
を
聴
き
な
が
ら
更
に
哀
し
み
が
増
し
た
の
か
、 

「
言
い
過
ぎ
た
」
と
自
省
し
た
の
か
、
余
韻
が
深
い
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
も
気
ま
ず
い
、
切
な
い
時
。
で
も
心
配
の
な
い
相
手
。
季
語
の
斡
旋
が
巧
み
で
す
ね
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夫
婦
喧
嘩
？
“
無
言
の
二
人
”
が
こ
の
句
の
全
て
で
す‶

虫
時
雨
”
が
い
い
で
す
ね
。 

 

八
点
句 
 

幾
代
経
て
開
拓
村
は
葛
の
城 

 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
近
代
に
な
っ
て
か
ら
努
力
し
て
開
拓
を
行
な
っ
た
山
間
の
地
も
今
や
再
び
自
然
に
戻
っ
て
い
く
。 

日
本
の
古
代
、
奈
良
で
は
「
葛
城
山
」
に
住
む
豪
族
が
国
づ
く
り
に
加
わ
っ
た
。 
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百
合
子
さ
ん
・
・
時
の
流
れ
を
思
い
つ
つ
、
入
植
者
の
子
孫
は
い
ま
何
処
、
な
ぜ
土
地
を
去
っ
た
の
か
等
々
、17

文
字 

か
ら
多
く
の
こ
と
を
連
想
し
ま
し
た
。
こ
の
開
拓
村
は
ど
こ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

七
点
句 
語
り
か
け
遺
影
を
拭
く
日
秋
彼
岸 

 
 
  

 

忠
彦  

 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
亡
く
な
っ
た
人
へ 

の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。
。 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
遺
影
を
始
め
仏
壇
に
は
埃
が
た
ま
り
ま
す
ね
！
知
ら
ぬ
間
に
ウ
ッ
ス
ラ
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
毎
朝
、
毎
夕
、
母
の
遺
影
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
一
緒
に
生
き
て
い
る
気
分
で
す
。
死
後
ま
た
新
た 

な
関
係
が
始
ま
る
。 

藍
甕
に
息
づ
く
藍
や
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
息
づ
く
藍
と
星
月
夜
が 

呼
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
調
べ
も
美
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
藍
甕
の
本
物
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、
息
づ
く
と
い
う
感
じ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
な
あ
、
と
想
像
力
を
刺 

激
さ
れ
て
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
暗
い
土
間
に
置
か
れ
た
染
物
用
の
藍
甕
。
藍
汁
の
発
酵
が
進
ん
で
い
る
。
窓
の
外
は
満
天
の
星
。 

 
 
 
 

透
き
と
お
る
児
ら
の
歓
声
天
た
か
し 

 
 
 

百
合
子 

 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
自
分
の
身
の
回
り
で
は
、
子
供
の
歓
声
な
ど
聞
く
こ
と
が
殆
ど
な
い
の
で
、
温
か
い
気
分
に
な
る 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
子
供
達
の
透
き
通
っ
た
歓
声
が
、
透
き
通
っ
た
秋
の
空
に
消
え
て
ゆ
く
。
爽
快
な
句
だ
。 

 六
点
句 

駄
菓
子
屋
は
確
か
こ
の
辺
い
わ
し
雲 

 
  

と
み
子 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
子
供
時
代
の
記
憶
を
頼
り
に
店
の
あ
っ
た
懐
か
し
い
場
所
を
訪
ね
る
。
拙
宅
か
ら
一
キ
ロ
以
内
に
三
軒 

あ
っ
た
駄
菓
子
屋
も
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
み
な
閉
店
し
て
仕
舞
っ
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
久
し
ぶ
り
の
故
郷
で
す
か
？
菓
子
屋
の
お
ば
さ
ん
は
随
分
前
に
亡
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

天
牛
さ
ん
・
・
・「
た
し
か
こ
の
辺
」
が
、
や
ゝ
と
ぼ
け
て
面
白
い
で
す
ね
。 

 

五
点
句 

船
唄
に
秋
の
深
ま
る
最
上
川 

 
      

 
 

孤
舟 

 
  

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
最
上
川
の
流
れ
と
船
唄
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
船
頭
の
歌
う
最
上
川
船
唄
。
ヨ
ナ
抜
き
音
階
に
は
寂
し
さ
が
伴
い
、
深
ま
る
秋
と
調
和
す
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
最
上
川
下
り
は
本
で
読
ん
だ
り
、
話
に
聞
い
た
り
し
ま
す
が
、
一
度
も
経
験
あ
り
ま
せ
ん
。
四
季
折
々 

の
良
さ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
秋
は
殊
の
外
風
情
が
あ
る
の
で
は
と
想
像
し
ま
す
。 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
船
頭
さ
ん
が
歌
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
た
ま
に
は
こ
う
い
う
経
験
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。 

青
瓢
垂
れ
て
く
び
れ
の
佳
か
り
け
り 

 
 

  

孤
舟 

  
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
括
れ
は
異
な
も
の
。
フ
ォ
ト
や
絵
に
も
な
り
人
を
惹
き
付
け
ま
す
ね 

百
合
子
さ
ん
・
・
昔
々
、
わ
が
家
で
も
夕
顔
を
植
え
て
瓢
箪
を
い
く
つ
も
な
ら
せ
ま
し
た
。
形
は
ほ
ん
と
う
に
個
性
的
で

一
つ
と
し
て
同
じ
形
が
な
い
。
そ
の
後
の
工
程
は
辛
抱
あ
る
の
み
、
水
に
浸
け
て
中
身
を
腐
ら
せ
て
少

し
づ
つ
種
を
取
り
出
し
て
は
ま
た
浸
け
て
、
そ
の
過
程
の
長
か
っ
た
こ
と
・
・ 

手
元
に
は
完
成
品
が

二
つ
、
残
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
一
つ
馬
齢
重
ね
し
破
れ
芭
蕉 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
仲
間
で
す
。 

 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
台
風
一
過
の
朝
。
大
き
な
芭
蕉
樹
の
葉
が
裂
け
て
剥
が
れ
て
う
な
垂
れ
て
。
万
物
の
老
い
が
目
に
つ
く 

秋
。 

訃
報
欄
に
友
の
名
小
さ
く
秋
灯
下 

 
  

 
 

恵
洲 

 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
長
い
間
交
流
の
無
か
っ
た
旧
友
の
訃
報
に
驚
き
。 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
友
人
を
訃
報
欄
に
見
つ
け
る
ご
縁
の
深
さ
。
学
生
時
代
、
帰
省
す
る
直
前
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
の 
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訃
報
欄
に
接
し
た
。
声
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。 

ゐ
の
こ
づ
ち
剥
が
す
無
口
な
男
か
な 

 
 
  

康
敏 

 
  

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
様
子
を
想
像
し
て
思
わ
ず
ク
ス
っ
と
、
さ
り
気
な
い
ユ
ー
モ
ア
！ 

 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
中
七
の
措
辞
に
は
剥
が
せ
ど
も
一
向
に
減
ら
な
い
無
心
さ
と
も
ど
か
し
さ
が
良
く
出
て
い
ま
す
。 

饒
舌
な
方
の
私
で
も
こ
の
時
ば
か
り
は
確
か
に
無
口
で
し
た
。 

秋
晴
れ
は
水
の
底
ま
で
届
き
行
く 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
光
が
水
底
ま
で
届
い
て
い
る
様
子
が
、
良
く
わ
か
り
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
が
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
川
で
も
池
で
も
水
溜
ま
り
で
も
良
い
の
か
な 

謙
虚
さ
は
聡
太
の
矜
持
秋
気
澄
む 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
  

 

孤
舟
選
者
・
・
・
藤
井
八
冠
は
若
く
し
て
人
間
も
出
来
て
い
る
。 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
爽
や
か
で
素
晴
ら
し
い
青
年
で
す
ね
。 

 

四
点
句 

 

寺
島
し
の
ぶ
歌
舞
伎
座
初
出
演 

秋
芝
居
女
の
一
念
空
回
り 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
や
ん
わ
り
と
し
た
表
現
で
面
白
い
。 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
歌
舞
伎
と
い
う
も
の
は
見
物
人
が
決
め
る
と
云
っ
た
ら
大
袈
裟
か
。
世
襲
な
ら
総
理
の
能
力
あ
り
と
似 

た
誤
謬
。 

 

※
紀
久
男
（
自
句
自
解
）・
・
山
田
洋
次
脚
本
・
演
出
で
す
。
舞
台
で
彼
女
一
人
が
女
の
地
声
で
浮
い
て
し
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
親
の
七
光
り
で
出
演
出
来
て
Ｔ
Ｖ
等
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
感
あ
り
で
す
。 

秋
澄
め
り
石
投
げ
て
水
傷
ま
し
む 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
   

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
泡
が
広
が
っ
た
の
か
、
飛
沫
が
上
が
っ
た
の
か
。
「
傷
ま
し
む
」
と
い
う
捉
え
方
に
感
心
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

鯉
跳
ん
で
釣
瓶
落
し
の
蘆
の
潟 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
   

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
潟
と
い
う
の
は
海
水
か
と
思
っ
て
い
た
が
（
鯉
は
淡
水
魚
）
、
湖
沼
の
意
味
も
あ
る
と
辞
書
に
あ
っ 

た
の
で
採
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
巴
水
の
版
画
に
で
も
あ
り
そ
う
な
景
。 

郁
子
盛
ら
ん
父
手
び
ね
り
の
皿
浅
黄 

 
 
 

と
み
子 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
こ
の
綺
麗
な
色
の
郁
子
を
盛
ろ
う
と
し
た
と
き
父
作
の
あ
の
浅
黄
色
の
皿
し
か
な
い
！
と
思
い
つ
か
れ 

た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
し
み
じ
み
と
し
た
風
情
が
伝
わ
っ
て
来
る
ベ
テ
ラ
ン
の
佳
句
。 

古
里
は
忌
に
帰
る
の
み
栗
お
こ
は 

 
 
 
 

と
み
子 

 
   

孤
舟
選
者
・
・
・
帰
省
は
親
族
の
冠
婚
葬
祭
の
折
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
古
里
と
呼
べ
る
場
所
が
な
い
選
者
で
す
が
、
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
俳
句
ら
し
い
俳
句
。
栗
お
こ
わ
を
目
に
し
て
古
里
を
思
う
。 

久
に
会
う
友
ら
の
ジ
ョ
ー
ク
温
め
酒 

 
 
  

千
恵 

 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
仲
間
が
集
ま
っ
た
。
い
さ
さ
か
年
は
取
っ
た
が
、
酒
の
上 

で
交
わ
す
ジ
ョ
ー
ク
は
健
在
だ
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
久
し
振
り
の
同
期
会
で
し
ょ
う
か
。
少
々
の
脱
線
発
言
も
許
さ
れ
る
会
の
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 
 

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ 

長
旅
の
仮
の
宿
な
る
藤
袴 

 
 
 
 
 
 
   

堂
哉 

  
 
 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
こ
の
蝶
は
秋
に
な
る
と
南
下
し
、
沖
縄
あ
た
り
に
ま
で
い
く
そ
う
で
す
。
お
と
な
し
げ
な
七
草
、 

藤
袴
が
好
き
と
か
。
花
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
蝶
も
万
葉
の
時
代
か
ら
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
の
途
中
藤
袴
に
休
む
蝶
。
地
味
な
こ
の
花
は
こ
の
蝶
を
呼
び
寄
せ
る
と
か
。
自
然
界
の
不
思
議
。 
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亜
也
さ
ん
・
・
・
旅
す
る
蝶
へ
の
着
眼
と
藤
袴
を
取
合
わ
せ
る
巧
み
さ
。 

初
雪
や
染
ま
り
ゆ
く
富
士
小
海
線 

 
 
 
   

堂
哉 

 
  

 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
小
海
線
の
車
窓
か
ら
か
、
富
士
が
夕
日
に
染
ま
り
ゆ
く
様
子
が
見
て
取
れ
る
。 

 
 

正
己
さ
ん
・
・
・
秋
深
ま
る
中
の
小
旅
行
。
小
海
線
か
ら
見
え
る
美
し
い
紅
葉
が
目
に
鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、 

中
か
ら
見
え
る
富
士
山
に
は
初
雪
が
降
り
は
や
く
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
秋
冬
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
共
有
し
た
色
感
あ
ふ
れ
る
力
作 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
三
段
切
れ
に
な
る
た
め 

上
五
を
「
初
雪
に
」
と
す
る
な
ど
工
夫
を
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
で
す
。
こ
の
句
の
上
五
に
切
字
「
や
」
は
無
用
で
し
ょ
う
。 

「
初
雪
に
染
ま
り
ゆ
く
富
士
小
海
線
」 

隣
室
の
秒
針
聞
こ
ゆ
夜
半
の
秋 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
秋
の
夜
長
な
か
な
か
寝
付
け
ず
秒
針
の
動
く
音
が
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
時
、
あ
り
ま
す
ね
。 

 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
隣
室
の
時
計
の
秒
針
の
音
ま
で
聞
こ
え
る
の
は
、
秋
の
夜
更
け
の
静
け
さ
の
表
現
な
の
か
、
苦
悩
の 

為
、
夜
中
に
目
覚
め
て
し
ま
う
の
か
。
微
妙
で
す
。 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
今
回
選
句
対
象
に
な
っ
て
い
る
製
氷
機
の
句
と
同
趣
旨
の
句
。
隣
室
の
か
す
か
な
秒
針
の
音
が
聞
こ
え 

る
ほ
ど
静
か
な
秋
の
夜
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

三
点
句 

捥
ぎ
た
て
の
林
檎
ガ
ブ
リ
と
し
て
み
た
き 

 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
林
檎
は
好
物
で
す
。 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
捥
ぎ
た
て
の
林
檎
を
喰
え
る
な
ん
て
都
会
人
に
は
な
か
な
か
な
い
で
す
よ
ね
。
皆
そ
う
思
う
で
し
ょ
う
。 

き
つ
つ
き
を
聴
く
切
株
の
指
定
席 

          

孤
舟 

 
 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
静
か
な
森
の
中
で
キ
ツ
ツ
キ
を
聴
く
、
至
高
の
時
で
す
ね
。
そ
れ
も
独
占
指
定
席
で
！ 

 

羨
ま
し
い
限
り
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
時
啄
木
鳥
の
た
た
く
音
を
聴
け
る
と
は
、
い
い
場
所
を
見
つ
け
た
も
の
で
す
。
幸
運
で
す
。 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
季
語
は
異
な
り
ま
す
が
、
先
行
句
が
あ
り
ま
す
。「
囀
り
を
聴
く
切
株
の
自
由
席 

本
宮
鼎
三
」 

戦
火
絶
え
ぬ
地
球
活
火
山
う
そ
寒
し 

 
 
 
 

健
介 

 
   

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
地
球
活
火
山
は
見
事
！
ど
ち
ら
の
争
い
も
先
が
読
め
な
い
だ
け
に
季
語
が
良
い
で
す
ね
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
一
日
も
早
く
戦
火
が
収
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

枯
葉
道
老
ひ
の
身
さ
び
し
杖
友
に 

 
 
   

 

雅
夫 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
老
い
の
気
持
ち
を
上
手
に
表
現
し
て
い
る 

。 

鰯
雲
追
ひ
土
手
帰
る
下
校
の
子 

 
 
 
 
   

 

昇 
 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
歩
き
つ
つ
も
鰯
雲
の
空
を
見
上
げ
大
志
を
抱
く
学
童
。
因
み
に
、
追
ひ➡

追
い
、
が
良
し
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
い
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
ね
！
子
供
た
ち
の
賑
や
か
な
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。 

来
ぬ
秋
を
愁
ふ
千
草
や
羊
蹄
山 

 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
   

 
 
 

 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
愁
ふ
千
草
や
羊
蹄
山➡

愁
ふ
る
千
草
羊
蹄
山 

愁
ふ
の
活
用
に
留
意
。 

 
 
 

※
び
ん
さ
ん
（
自
句
自
解
）
・
・
〝
来
ぬ
秋
を
”
の
季
語
は
夏
（
角
川
）、
“
千
草
”
は
秋
（
角
川
）。
句
と
し
て
の 

季
語
は
秋
と
し
た
い
。
北
海
道
の
羊
蹄
山
は
そ
の
端
麗
な
姿
よ
り
蝦
夷
富
士
と
言
わ
れ
る
。 

秋
天
に
棟
打
つ
音
の
吸
は
れ
ゆ
き 

  
 
 
   

び
ん 

 
   

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
新
築
躯
体
作
業
中
か
、
大
工
さ
ん
の
槌
音
が
空
気
を
突
き
抜
け
て
透
明
な
、
あ
く
ま
で
も
高
い
青
空
に 

吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
。 

秋
日
濃
し
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
長
堤
に 

 
 
 
  

び
ん 

 
   

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
並
ん
だ
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
の
隙
間
ま
で
は
秋
の
日
差
し
は
届
か
な
い
。 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
一
見
殺
風
景
な
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
に
際
立
つ
複
雑
な
陰
。 
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胸
迫
る
ホ
ー
ム
の
縁
日
秋
の
風 

 
 
 
 
   

 

啓
子 

 
 
 

 
 

紀
久
男
さ
ん
・
・
リ
ハ
ビ
リ
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
は
敬
老
の
日
や
文
化
の
日
な
ど
催
事
の
あ
る
縁
日
は
喜
ば
れ
て
お
り
ま 

す
。
ク
イ
ズ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ト
ラ
ン
プ
、
将
棋
等
み
な
さ
ん
満
足
し
て
帰
途
に
つ
き
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
老
人
だ
け
の
縁
日
に
終
末
の
悲
哀
を
覚
え
た
の
か
も
。
本
人
は
楽
し
ん
で
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。 

 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
縁
日
が
開
け
る
人
混
み
は
駅
の
ホ
ー
ム
し
か
な
い
と
言
う
過
疎
地
。
参
り
ま
し
た
。 

雑
草
と
い
ふ
草
は
な
し
草
の
花 

 
 
 
 
      

亜
也 

   
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
雑
草
」
な
ど
と
十
把
一
絡
げ
に
し
な
い
で
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・「
雑
草
と
云
う
草
は
な
い
」
は
朝
ド
ラ
『
ら
ん
ま
ん
』
の
モ
デ
ル
牧
野
富
太
郎
博
士
の
名
言
で 

す
。
ネ
ッ
ト
で
一
寸
探
し
て
み
た
だ
け
で
、
類
句
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。「
雑
草
と
い
ふ
草
は
な 

し
姫
女
苑 
古
川
充
子
」「
雑
草
と
言
ふ
草
は
な
し
犬
ふ
ぐ
り 

川
本
一
誠
子
」「
雑
草
と
言
う
草
あ 

ら
ず
仏
の
座 
宇
咲
冬
男
」「
雑
草
と
い
ふ
も
の
は
な
し
聖
五
月 

佐
々
木
国
広
」…

 

ど
ん
ぐ
り
に
取
り
囲
ま
れ
た
野
の
仏 

 
     

け
い
子 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
誰
に
も
拾
は
れ
な
い
で
、
団
栗
が
降
り
た
ま
っ
て
い
る
と
は
な
か
な
か
つ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
に
。 

年
ご
と
に
干
柿
く
れ
し
嫁
逝
け
り 

 
 
        

天
牛 

 
 
 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
自
分
よ
り
年
下
の
人
が
先
に
旅
立
つ
の
は
つ
ら
い
で
す
し
、
ま
し
て
や
手
作
り
干
し
柿
を
毎
年
送
っ 

て
く
れ
た
優
し
い
嫁
が
先
に
旅
立
つ
と
は
。。。 

 

二
点
句 

虎
狂
（
と
ら
き
ち

）
か
ら
紅
白
饅
頭
十
六
夜
に 

 

紀
久
男 

     

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ア
ン
は
強
固
で
す
ね
。
リ
ー
グ
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 

※
句
会
報
編
集
時
点
で
既
に
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。（
編
集
子
） 

秋
桜
が
咲
く
こ
ろ
嫁
ぐ
歌
が
好
き 

 
  

      

忠
彦 

 
  

 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
歌
自
体
の
情
感
に
重
ね
て
つ
い
選
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
好
き
」
の
素
直
さ
に
誘
わ
れ
た
気
も
し
ま
す
。 

秋
深
む
こ
の
演
出
は
泣
か
せ
す
ぎ 

 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
  

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
泣
か
せ
ど
こ
ろ
の
多
い
演
劇
は
演
出
家
の
腕
。 

老
木
の
年
輪
正
し
秋
愁 

 
 
 
 
 
 
 
   

五
郎
太 
    

 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
私
も
高
齢
者
と
い
う
年
齢
に
な
っ
て
、
先
人
か
ら
聞
い
て
い
た
話
が
身
に
沁
み
て
い
ま
す
。 

直
島
へ
向
ふ
船
よ
り
秋
澄
め
る 

 
 
 
 
   

と
み
子 

    
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
現
代
美
術
の
島
に
向
か
う
小
さ
な
船
で
感
じ
た
瀬
戸
内
の
秋
、
ち
ょ
っ
と
ギ
リ
シ
ア
風
で
す
。 

長
き
夜
や
製
氷
音
に
ピ
ク
リ
と
す 

 
 
 
 
   

千
恵 

    
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
深
夜
独
り
で
い
る
と
、
冷
蔵
庫
の
製
氷
の
音
が
や
け
に
大
き
く
聞
こ
え
て
ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と
あ
る
、

あ
る
で
す
。 

手
荷
物
の
空
路
に
失
せ
て
昼
の
月 

 
  

 
    

康
敏 

 
  

 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
同
じ
経
験
あ
り
、
苦
い
思
い
出
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ト
ボ
け
た
中
に
あ
る
詩
情
。 

葉
を
散
ら
し
高
き
空
見
よ
と
庭
歌
う 

 
     

 

雅
夫 

 
  

 

 
 

 
 
 
 

※
孤
舟
選
者
・
・
無
季
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
動
詞
が
多
い
よ
う
で
す
。
俳
句
は
動
詞
を
少
な
く
、 

名
詞
を
多
く
詠
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

秋
は
ゆ
く
唐
三
彩
の
森
の
道 

 
 
  

 
      

び
ん 

 
  

 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
緑
と
か
茶
と
か
、
ゆ
っ
た
り
し
た
色
合
い
と
秋
は
行
く
の
組
み
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

建
て
替
え
る
国
立
劇
場
菊
薫
る 

 
  

 
      

正
明 

  
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
開
場
は
１
９
６
６
年
秋
、
私
の
社
会
人
生
活
と
重
な
り
ま
す
。
も
っ
ぱ
ら
文
楽
に
行
き
ま
し
た
が
、 

な
く
な
っ
た
家
内
が
日
舞
の
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
り
、
図
書
室
で
調
べ
物
を
し
た
り
、
数
多
く
の 
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思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
歌
舞
伎
は
天
覧
で
締
め
ま
す
。「
菊
薫
る
」
が
い
い
で
す
ね
。 

絵
の
う
さ
ぎ
月
を
見
上
げ
る
大
覚
寺 

 
     

け
い
子 

 
 
 

 
康
敏
さ
ん
・
・
・
今
年
も
嵯
峨
野
の
大
覚
寺
で
「
観
月
の
夕
べ
」
が
催
さ
れ
た
。
正
寝
殿
の
腰
障
子
に
描
か
れ
た 

野
兎
（
重
要
文
化
財
）
も
名
月
に
見
入
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

一
点
句 

妻
の
ゴ
ル
フ
土
産
客
テ
ー
ブ
ル
に
か
ら
す
瓜 

 

紀
久
男 

 
   

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
字
余
り
が
気
に
な
ら
な
い
愉
し
い
一
句
。
よ
く
晩
秋
の
ゴ
ル
フ
場
で
山
栗
や
松
ぼ
っ
く
り
を
拾
っ
た
も 

の
で
す
。 

深
呼
吸
木
犀
の
香
の
下
に
い
て 

 
 
 
 
    

千
恵 

 
  

 

 
 

規
雄
さ
ん
・
・
・
木
犀
の
い
い
香
り
の
下
で
、
天
を
仰
ぎ
思
わ
ず
深
呼
吸
・
・
・
い
い
で
す
ね
！ 

金
木
犀
の
匂
ひ
へ
散
歩
の
杖
を
向
く 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
不
自
由
な
脚
を
引
き
ず
っ
て
で
も
香
の
高
い
金
木
犀
を
見
に
行
こ
う
。 

因
み
に
、
金
木
犀➡

木
犀
だ
け
で
充
分
。
そ
れ
に
よ
り
、
杖
を
向
く➡

杖
向
く
る
、
と
整
う
。 

登
り
来
て
紅
葉
照
ら
さ
れ
下
界
見
る 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
見
事
な
景
色
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
一
句
一
動
詞
」
ま
た
「
物
を
詠
め
、
事
を
詠
む
な
」
と
も
云
い
ま
す
。
一
句
の
中
に
動
詞 

を
多
用
す
る
と
、
叙
述
を
し
た
り
喋
っ
た
り
し
て
事
を
詠
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
動
詞
は
一
つ
に
抑 

え
て
詠
ん
で
下
さ
い
。「
紅
葉
照
る
峠
眼
下
の
碧
き
湖
」 

 

尚
、
今
回
の
出
句
の
中
に
は
他
に
も
動
詞
を
多
用
し
た
句
が
二
、
三
あ
り
ま
す
。 

寺
の
鐘
北
の
信
濃
路
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 

※
句
会
の
中
で
の
注
意
。
本
句
は
三
段
切
れ
で
す
。 

哲
学
へ
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る
秋
の
雨 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
京
の
川
沿
い
の
小
径
を
歩
い
て
い
る
と
静
か
に
秋
雨
が 

そ
し
て
西
田
教
授
が
ゆ
っ
く
り
現
れ.... 

辺
り
が
急
に
哲
学
の
道
に
な
っ
た 

と
か
言
う
夢
で
す
か
ね...

.
~ 

校
庭
に
カ
ン
ナ
は
赤
し
残
り
花 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 
 
 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
私
の
高
校
校
庭
に
も
カ
ン
ナ
の
花
が
有
っ
た
。
放
課
後
の
掃
除
当
番
の
時
よ
く
愛
で
た
存
在 

忘
れ
は 

し
な
い
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
力
出
せ
ぬ
運
動
会 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
  

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
目
下
、
世
間
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
中
。
気
長
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

     

     

     

     

     

     

     

次
回
青
葉
会 

 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
木
・
祝
・
勤
労
感
謝
の
日
）
十
三
時
～ 

 

 
 
 
 
 
 
 

於
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

五
階
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」
会
議
室 

 
 
 
 

※
ご
出
席
者
は
当
季
雑
詠
５
句
、
ご
投
句
の
方
は
二
句 

を
十
一
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
中
ま
で
に 

編
集
担
当
の
星
田
ま
で
ご
出
句
く
だ
さ
い
。
当
方
に
て
入
力
し
、
当
日
選
句
表
と
し
て
配
布
致
し
ま
す
。 

 
 

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

今
回
の
定
例
句
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
孤
舟
選
者
の
ご
関
係
で
五
反
田
の
会
場
を
拝
借
し
八
名
の
出
席
者
で
、

ご
投
句
含
め
て
い
つ
も
の
ご
参
加
の
三
十
名
に
併
せ
、
十
月
ご
入
会
、
初
参
加
さ
れ
た
田
島
正
己
（
た
じ
ま
ま

さ
み
）
さ
ん
、
又
、
お
体
調
が
整
わ
れ
た
か
、
久
し
ぶ
り
に
ご
投
句
に
て
復
帰
さ
れ
た
宮
内
規
雄
さ
ん
が
加
わ

り
、
ご
参
加
者
三
十
二
名
、
総
句
数81

句
と
な
り
ま
し
た
。 
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句
会
で
は
、
出
席
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
日
本
酒
３
本
、
お
菓
子
、
つ
ま
み
な
ど
を
賞
味
し
つ
つ
、
窓

外
の
秋
晴
れ
の
空
に
皆
さ
ま
一
層
元
気
を
貰
っ
た
か
、
闊
達
で
和
気
藹
々
と
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
の
よ
う
に
五
郎
太
さ
ん
の
司
会
進
行
、
夫
々
の
選
句
に
つ
い
て
の
披
講
、
孤
舟
選
者
か
ら
、
特
に
気
に
な
る

動
詞
活
用
な
ど
留
意
点
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
皆
さ
ま
へ
の
選
句
お
願
い
の
結
果
は
ご
覧
の
通
り
で
、 

康
敏
さ
ん
が
最
高
点17

点
。
久
し
振
り
に15

点
を
超
え
る
支
持
を
得
、
け
い
子
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
が
そ
れ
に

続
き
高
得
点
で
し
た
。 

 

二
、 

来
月
十
二
月
の
句
会
は
十
四
日
、
納
会
と
も
な
り
ま
す
。
世
話
人
の
紀
久
男
さ
ん
は
何
と
か
出
席
を
と
お

考
え
で
す
。
開
始
時
間
は
午
後
一
時
、
三
軒
茶
屋
の
会
場
で
昨
年
に
引
き
続
き
、
丸
紅
ご
出
身
の
社
会
人
落
語

家
の
大
滝
氏
を
お
迎
え
し
て
一
席
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
夕
方
四
時
半
ま
で
句
会
、

そ
の
後
場
所
を
移
動
し
て
五
時
か
ら
打
ち
上
げ
、
忘
年
会
と
致
し
ま
す
。
句
会
に
は
出
席
で
き
な
い
も
の
の
、

忘
年
会
に
は
お
越
し
に
な
る
方
も
居
ら
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
関
係
者
様
方
に
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
皆
さ
ま
と

の
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
大
変
有
難
く
存
じ
ま
す
。 

 

三
、
孤
舟
選
者
近
詠
５
句 

ひ
と
つ
家
に
表
札
ふ
た
つ
鯉
幟 

 
 
 
 
 
 

袋
掛
朝
日
も
ろ
と
も
包
み
込
み 

 
 

草
笛
を
唇
痛
き
ま
で
吹
き
に
け
り 

 
 
 
 
 

緑
蔭
に
躾
け
よ
か
り
し
盲
導
犬 

 
 

舟
ゆ
ら
り
揺
れ
て
投
網
の
宙
に
浮
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、【
関
係
者
近
詠
】 

虎
伏
し
て
十
八
年
や
天
高
し 

 
 
 
 
 

盛
雄 

・
・
・
毎
日
新
聞 

 
 

十
月
十
八
日 

若
森
京
子
選 

【
評
】
十
八
年
ぶ
り
に
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
オ
リ
ッ
ク
ス
も
リ
ー
グ
優
勝
し
、
関
西
は
な
ん
と
な
く 

盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
〝
天
高
し
〟
で
作
者
の
胸
の
す
く
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

余
生
と
は
何
時
か
ら
の
こ
と
露
時
雨 

 
 

盛
雄 

  
 

命
あ
る
今
朝
の
実
感
秋
澄
め
り 

 
 
 
 

健
介 

山
の
端
に
牡
鹿
の
鳴
き
生
々
し 

 
 
 
 
 

仝 
 
  

便
欠
航
宿
を
求
め
し
夜
寒
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

夜
更
け
に
読
む
芥
川
賞
地
虫
鳴
く 

 
 
 
 

仝 
 
  

ま
た
一
つ
馬
齢
を
重
ね
し
破
れ
芭
蕉 

 
 
 

仝 

待
つ
こ
と
の
多
し
郵
便
ち
ち
ろ
鳴
く 

 
 
 

仝 
 
  

リ
ハ
ビ
リ
の
行
き
に
帰
り
に
赤
と
ん
ぼ 

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

猿
翁
逝
き
冥
土
の
秋
芝
居
札
止
め
に 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

六
甲
学
院
の
大
行
進                        

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

両
手
振
り
人
文
字
見
事
な
運
動
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・
・
・
き
さ
ら
ぎ
句
会 

 

九
月
・
・
・
・ 

 

呉
線
の
停
ま
れ
ば
停
ま
る
月
の
道 

 
 

堂
哉 

       
          

 
 
 
 
 

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


